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ＪＡＸＡの新しい体制

理事長

副理事長
理事
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管理部

ほか、広報部、
総務部、人事部、
財務部、契約部、
調査国際部、筑
波宇宙センター
管理部

環境試験技術
センター

宇宙教育
センター

施設設備部

宇宙輸送ミッション本部

第一衛星利用ミッション本
部

有人宇宙ミッション本部

研究開発本部

宇宙科学研究所

航空本部

月・惑星探査プログラムグ
ループ

監事

理事長

副理事長
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環境試験技術
ユニット
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有人宇宙技術部門

研究開発部門

宇宙科学研究所

監事

旧 新

第二衛星利用ﾐｯｼｮﾝ本部 第二宇宙技術部門

宇宙探査ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾌﾞ

大学・研究機関
連携室

ほか、チーフエンジニア室、安全・信頼性推進部、
セキュリティ・情報化推進部、周波数管理室
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財務部、契約部、
調査国際部、筑
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管理部

次世代航空ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾌﾞ

経営推進部

新事業促進
センター

新事業促進部

追跡ﾈｯﾄﾜｰｸ
技術ｾﾝﾀｰ

統合追跡ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ技術部

（宇宙教育センター）

平成27年3月31日まで 平成27年4月1日から 評価・
監査部

ミッション
企画部

航空技術部門

ほか、チーフエンジニア室、安全・信頼性推進部、
セキュリティ・情報化推進部、周波数管理室
ほか、チーフエンジニア室、安全・信頼性推進部、
セキュリティ・情報化推進部、周波数管理室

JAXA組織の新旧対比
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ＪＡＸＡ航空技術部門の組織図

（技術実証領域）

事業推進部

対外業務グループ

航空産業協力課

（横断的基盤領域）

次世代航空イノベーションハブ ハブ長：伊藤

航空機システム

航空環境技術

航空安全技術

基盤応用技術

航空プログラムディレクタ：大貫

D-SENDプロジェクトチーム

DREAMSプロジェクトチーム

aFJRプロジェクトチーム

FQUROHプロジェクトチーム

航空技術実証研究開発ユニット

基盤技術統括：柳原

空力技術研究ユニット

飛行技術研究ユニット

推進技術研究ユニット

構造・複合材技術研究ユニット

数値解析研究ユニット

航空技術部門
部門長：中橋

航空
プログラム

基礎・
基盤研究

ハイインパクト
（異分野融合
による飛躍）

SafeAvio技術実証チーム

ＪＡＸＡ航空技術部門の体制

• 新しい航空プロジェクト（ aFJR、FQUROH、SafeAvio ）に対応したチームを設置

• 戦略ビジョン「民間航空機国産化研究開発プログラム」で求められているハイインパ
クト技術創出に対応するためイノベーションハブを設置



ＪＡＸＡ航空の新しいプロジェクト
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航空本部の重点化課題（3つの柱＋基盤技術）

• 国の方針や社会ニーズに基づき、「環境」「安全」「新分野創造」の３つの研
究開発プログラムを推進するとともに、これらを支える基礎的・基盤的な航
空宇宙技術の研究を実施

• 特に航空環境技術と航空安全技術に関する研究開発を重点化



ＪＡＸＡ航空の新しいプロジェクト

⇒着陸時に課題となっている機体から発生する音を低減化する技術による優位性確立

●機体騒音低減技術の飛行実証（FQUROH）プロジェクト【研究開発プロジェクト】

●高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）プロジェクト【研究開発プロジェクト】

⇒燃費低減に資するエンジン要素技術を開発・実証し、次世代国際共同開発エンジンへ適用

8

航空環境技術の研究開発ECAT及び航空安全技術の研究開発STARのプログラムから
３つのプロジェクトがスタート

フ ク ロ ウ

●乱気流事故防止機体技術の実証（SafeAvio）プロジェクト【部門内プロジェクト】

研究開発プロジェクトとは、
• 国際的な水準に照らして高い技術目標を掲げ、研究開発によって得られた技術成果を用いて

ミッションを達成する事業。
• これまで以上に、獲得された技術の社会的・経済的な波及効果を意識した出口指向のプロジェ

クトとなっている。
• そのため、産業界とターゲットを共有し、企業等と連携しながら、研究開発を推進する。

今回のプロジェクトで開発する技術は、文部科学省の「戦略的次世代航空機研究開発ビジョン」
でも、優位技術として優先的に着手することとされている。

⇒気流計測ライダー（レーザー光）を用い旅客機の乱気流事故防止技術を開発



⇒軽量化

⇒高効率・軽量化

②ファン空力効率の向上（1pt）を達成する差別化技術を開発・実証

ファンモジュール

低圧タービンモジュール

*現行機ｴﾝｼﾞﾝ（V2500）重量比

①ファンの軽量化（0.9%*）を達成する差別化技術を開発・実証

③低圧タービンの軽量化（9.1%*）を達成する差別化技術を開発・実証

我が国が優位技術とするファン及び低圧タービンについて、国内産業の更なる国際競争力強化に
貢献すべく、燃費低減に資するファン軽量化・効率向上、低圧タービン軽量化をプロジェクトの技術
目標に設定

①～③の目標は燃費低減1%に相当し、エアライン（A320ｼﾘｰｽﾞ運航会社）の利益を増加させる効
果を有するため、エンジンの市場価値が高まり、国内エンジン産業の生産高の増大が可能となる。

9

高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）プロジェクト



●高効率ファン（空力効率向上）
高効率層流ブレード設計技術
⇒層流乱流遷移解析・実証

●軽量ファン（ﾌﾞﾚｰﾄﾞ､ﾃﾞｨｽｸ）
FRP中空ブレード耐衝撃設計技術
⇒異物衝撃解析・実証

メタルディスク高強度化・耐久性向上加工
技術
⇒加工ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ構築・実証

②軽量低圧タービン技術

●軽量低圧タービン
過回転防止ブレード設計技術
⇒CMCブレード衝撃解析・実証

①高効率軽量ファン技術

●軽量吸音ライナ
軽量樹脂ハニカム構造・音響設計技術
⇒樹脂製ハニカム成形、強度・音響性能実証

中空CFRPﾌﾞﾚｰﾄﾞﾓﾃﾞﾙ試作

加工ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ
吸音ライナ（ハニカム構造）

タービンブレード衝撃解析

10

これまで蓄積した大規模高精度シミュレーション技術や複合材等の先進評価試験技術を活用し、
ファンおよび低圧タービンの技術目標に対応する高効率軽量化に資する要素技術を開発*

* IHI､東京大学､筑波大学、金沢工業大学との共同研究

高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）プロジェクト
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プロジェクトの目的

現在、国際的にも空港周辺地域の騒音低減のボトルネックになっている機体の空力騒
音に関して、その主音源である高揚力装置と降着装置への低騒音化技術を、将来の旅
客機開発ならびに装備品開発に適用可能な段階まで成熟度を高めることにより、国内
航空産業界の発展に貢献するとともに、空港周辺地域社会における騒音被害、エアラ
インの運航コスト（着陸料）の軽減に貢献する

TRL4
機体騒音低減要素技術開発
2005~2013年

TRL4
機体騒音低減要素技術開発
2005~2013年

TRL5～6
確立した低騒音性能を実機で引き出す
ための設計技術の獲得
2014~2020年

TRL5～6
確立した低騒音性能を実機で引き出す
ための設計技術の獲得
2014~2020年

> TRL7
企業での実機開発への
適用へ（企業活動）

> TRL7
企業での実機開発への
適用へ（企業活動）

TR
L（

技
術

の
実

用
化

レ
ベ

ル
）

年

低騒音化コンセプト,
数値解析、風洞試験技術

FQUROHプロジェクト
改造した実機の飛行試験による機体低騒音化技術
の飛行実証

スラット
/フラップ

降着装置

機体騒音低減技術の飛行実証（FQUROH）プロジェクト
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機体騒音低減技術の飛行実証（FQUROH）プロジェクト

FQUROHの研究開発コンセプト

-4.2dB

-2.0dB
フラップ騒音発生現象の
詳細把握

低騒音化形状の最適化

先進CFD技術（LES）による低騒音化設計

実機の低騒音化設計のために企業とも協力して研究開発を進めたJAXAの技術を活かし

、世界に先駆けた飛行実証により、実機の低騒音化設計技術として獲得

世界有数の大型低騒音風洞等を用いた
詳細な低騒音設計の評価

JAXA実験用航空機「飛翔」

音源計測用フェーズドアレイ

マイクロフォン

直径30mの円内にマイクロフォン195
本を放射状に設置

騒音源の位置と周波数特性を詳細に把握する
音源計測技術

実用性の面で優れた低騒音化コンセプトの適用

フラップ端下面デバイス
（MHI-JAXA共同特許）

主脚ポラスフェアリング

設計技術としての成熟と
ノウハウの蓄積

プロジェクト成果プロジェクト成果

実証されたLESベースの低騒音化設計手法

実機スケール効果、搭載効果の評価方法と補正法

実機飛行環境で有用性が実証された低騒音化コンセプトとその設計ノウハウ

飛行実証試験法（計測技術、機体改造ノウハウを含む）

飛翔とMRJに適用
した飛行実証

乱流による騒音の発生源 低騒音化形状によって騒
音の発生源を除去
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プロジェクトのスコープ

これまでJAXAと機体メーカー、装備品メーカーの協力により開発してきた高揚力装置と降

着装置の低騒音化技術を基礎に、実機への適用のための設計、機体改修、飛行試験、
技術検証を行い、実用化に必要な設計技術の確立を図る

機体メーカー、装備品メーカーとの共同研究体制を取ることで、JAXAの低騒音化技術、計

測技術と、企業の実機開発経験、飛行試験の経験とを合わせ、効率の良い技術開発、成
熟度の向上、および産業界への技術移転を可能とする

並行して研究開発が行われる関連基盤技術研究の成果を積極的に生かし、高い成果を
得られるように進める

FQUROHプロジェクト

JAXA基盤研究、大学・海外研究機関との連携
解析・計測技術高度化のための研究協力

改良基盤技術の活用

JAXA航空環境技術の研究開発（ECAT）プログラム

共同研究体制

三菱航空機

川崎重工航空宇宙カンパニー

住友精密工業

航空技術部門

機体騒音低減技術の飛行実証（FQUROH）プロジェクト
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乱気流事故防止機体技術の実証（SafeAvio）プロジェクト

社会的必要性

過去10年の国内の航空機事故のうち50%超が乱気流を原因であり、早急な対策が求められて
いる。一方、国産機開発が進む中、我が国の装備品産業はわずかなシェアを持つのみで、装
備品産業を育成するために、システム技術の向上が急務となっている。

技術課題と目的

レーザを用いた搭載型乱気流検知装置の実現とパイロットへの適切な情報提供技術が課題

乱気流事故を半減するために必要な乱気流検知技術および情報提供技術の実証

技術コンセプト

計測距離や搭載性で優位に立つJAXAのドップラーライダーを用いた乱気流検知技術と危険
性判定・アドバイザリー機能を持つ乱気流情報技術

【運用コンセプト】

乱気流

乱気流

着陸進入 着陸復行

巡航中 パイロットに対し乱気
流情報を提示

巡航中/高度変更中

着陸進入中

乱気流警報によりパイ
ロットに危険回避のア
ドバイスを行い、着陸
復行により事故を防止

乱気流の情報を知らせる計器例

乱気流検知装置から
の前方気流情報

【技術コンセプト】
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乱気流事故防止機体技術の実証（SafeAvio）プロジェクト

JAXA第２期中期計画期間までの成果

気流計測センサー（ＬＩＤＡＲ）

乱気流強度表示技術

乱気流予報技術

乱気流検知装置のＴＲＬ４まで
の飛行試験による実証

乱気流事故防止機体技術の実証

目的：旅客機用乱気流事故防止技術の実証
目標：乱気流防止システムの飛行実証

気流センサーの小型化・高性能化

危険性判定・情報提供技術

予見制御による機体動揺低減技術

設
計
・
製
造
・開
発
試
験

飛
行
実
証

装備品メーカー

実証された
技術

ＴＲＬ６

飛行試験評価技術

製品設計・製造・標準化

航空装備品産業への参入

機体メーカー

システム設計・製造
耐空性証明

航空機安全性向上

エアライン（最終ユーザー）

運用手順開発
実運用

乗員・乗客の安全性向上

乱気流事故防止技術に係るコ
ミュニティ
（大学、エアライン、気象庁、ＥＮＲＩ、
メーカー等）

Safe Avio研究会

航空プログラム推進委員会ラ
イダー分科会

共同研究等に
よる支援

共同研究
助言

基礎・基盤技術
JAXA・大学

制御技術

風洞評価技術

実験用航空機

実用化活動

乱気流 事故防止のシステム技術

Boeing Co.
乱気流検知装置の飛
行実証に関する共同
研究

共同研究

評価

フェーズ１から実施

フェーズ２からのプロジェクトにて実施（参考）

プロジェクトスコープ



次世代航空イノベーションハブ
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次世代航空イノベーションハブ設立の背景

（１）戦略的次世代航空機研究開発ビジョン（文科省）
• イノベーションの創出、ハイインパクト技術の開発（文科省）
• 世界シェア20%、10倍の成長の実現（他省庁と連携）

（２）科学技術イノベーションハブ（閣議決定、文科省、JST）
• 様々な知識・技術・アイデアの糾合、垣根を越えた連携
• 産学官共同研究拠点、学と産の橋渡し
• 人材流動化

（３）イノベーションハブの位置づけ（JAXA）
• 様々な異分野の人材・知を糾合、開かれた研究体制
• 航空ハブ・探査ハブの構築でのシステム改革

→ ＪＡＸＡ全体へ展開
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次世代航空イノベーションハブの概要

JAXA基盤技術
（数値解析技術や
試験評価技術等）

JAXA大型試験設備
（風洞、実験用航空機、

エンジン試験）

標準化、標準
ツール化

次世代航空イノベーションハブ

大学
大学

関連
省庁

国際
機関

◎人材／技術を糾合した研究開発体制を実現

◎航空機のシステム検討に基づく研究開発ループ
システム要求に基づく目標設定
システム実現のカギとなる技術開発
要素技術のシステム適用性検討

◎先端技術公募による委託研究
先端技術シーズの発掘
新たな視点からの提案を即戦力として受け入れ。

幅広い視野を持ったハブ長

リーダシップにより、幅広い
ネットワークを形成

クロスアポ
学生の有給受入れ（TBD）

・現象の解明
・斬新なアイデア
・将来の人材

出向
クロスアポ等

ＪＡＸＡ
技術実証

プロジェクト化

大学大学研究機
関

◎研究開発特区として位置付け
成果を最大化する知財戦略・知財制度
クロスアポ、学生の有給受入（TBD）等の優遇措置
飛行実証に向けた研究開発の加速

・市場動向
・ニーズ
・実用性評価

大学大学大学

大学大学企業

連携

学会
IFAR
ICAO等
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次世代航空イノベーションハブの課題

航空業界の技術進歩は、
航空工学 ＋ 異分野技術 が多い

JAXAは、技術をもっと広く捉える
イノベーション → 異分野との連携の必要性

研究テーマ（研究事業）ごとに具体化
共同／委託研究、人材を糾合する仕組み、技術・情報を結集する戦略を活用

空力、構造力学、推進、制御など 材料、電気、情報通信、物理・化学など

航空工学の成熟 → 異分野の糾合

研究開発の成果の最大化
出口に向けた戦略の複雑化

JAXA技術(～TRL6） 企業へ技術移転（TRL7～）

異分野技術の糾合によって、TRLが複雑になる
「死の谷」に落ちない研究戦略が必要

中長期的な取り組み

研究開発戦略と、産業戦略をつなぐ拠点機能
研究成果と実績の積み上げ
リソースの確保
文部科学省等における施策との連携



最近の取り組みと成果
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航空機用電動推進システム技術の飛行実証（FEATHER）

経済性と環境適合性を革新的に向上する航空機用電動推進システムの独自開発
内燃機関から電動システムへのパラダイムシフトを目指した異分野技術の融合

従来の
推進システム

本ミッションの
電動推進システム 将来の電動推進システム

内燃機関

化石燃料

電動ﾓｰﾀ

二次電池

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ｼｽﾃﾑ

電動ﾓｰﾀ

二次電池

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ｼｽﾃﾑ

発電機 燃料

FEATHER電動推進システムの構成

電力源システム
表示システム

駆動システム

Li-ion電池

ﾓﾆﾀﾕﾆｯﾄ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

4重化ﾓｰﾀ減速機

ﾗｼﾞｴｰﾀ

FEATHERのスケジュール

H24年度 H25年度 H26年度

推進系設計・製作 推進系地上試験 機体改造・飛行試験

滑走路

速度：100～150km/h

高度：300～600m

飛行時間：10～15分

FEATHER飛行試験の概要

①推力喪失回避
機能の実証

②位置エネルギ
回生機能の実証

①②

FEATHER飛行実証試験

Flight-demonstration of Electric Aircraft Technology 
for Harmonized Ecological Revolution 
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FEATHERの成果概要

世界トップクラスの性能を実証
出力63kW、出力密度1.68kW/kg（減速機含む）

（参考）国産電気自動車：
出力（定格）70kW、出力密度1.33kW/kg

電動化の利点を活かす新機能を実証
4重冗長モータの信頼性の高さ（特許出願中）

上昇中にモータが故障しても推力を完全喪失することなく安全高度まで
上昇を継続できる機能を実証

位置エネルギﾞを電力に回生する機能（特許出願中）
降下過程でモータを風力発電機として駆動
上昇気流中で高度を下げずに電力回生を継続（世界初）

パーソナル機を見据えた操縦の簡易化（右下図）
電力回生機能の応用としてエアブレーキ操作を不要に

国内の電動航空機技術開発への寄与
数人乗り航空機の現状を変える安全性の革新

単発機のエンジン故障による推力喪失の問題を解決
電動モータの多機能性により操縦負荷を軽減

電動航空機の飛行許可を取得するためのノウハウ
有人飛行許可を取得するための証明方法を確立し、国内企業による電
動航空機開発と市場参入の機会拡大に寄与

風力充電

パワーレバー

空力抵抗 力
行

回
生

回生エアブレーキシステム

効率と出力密度の比較
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◆出力密度 ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ機ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ

海外電動航空機

JAXA


